






9

栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学

　今回得られた試験結果を簡単にまとめると以下のとおり

となります。

５．まとめ

　今回の試験は北海道栽培漁業振興公社からの受託研
究により実施しました。研究資金のご提供に感謝申し
上げます。またこの原稿執筆の機会を与えて下さった
北海道栽培漁業振興公社の関係職員の皆様、試験実施
にあたって様々なアドバイスをいただいた栽培水産試
験場の職員の皆様に感謝申し上げます。
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　今回の試験では水温を調整するために、簡易的な閉鎖循
環システムを用いました。この方式を採用することによっ
て水質が悪化し、生残や成長、餌料効率等に影響が出る
可能性が考えられます。マツカワを閉鎖循環システムで
飼育した際の水質に関するデータなどは見当たらなかっ
たのですが、ヒラメでは閉鎖循環システムによる飼育を
行った際、飼育期間中のアンモニア態窒素が平均0.49mg/
L、亜硝酸態窒素が平均0.74mg/Lで、そのとき流水飼育と
比較して生残率はほぼ変わらず、成長は閉鎖循環システ
ムの方の水温が低かったためにやや劣ったものの、餌料
効率はむしろ上回ったことが報告されています6）。これを
参考にすると、今回の閉鎖循環システムでのアンモニア
態窒素、亜硝酸態窒素の値はそれよりもかなり低かった
ことから、水質的には問題が無かったと考えられます。
　さらに、今回の試験では、水温を2日間で3℃というよ
うに、徐々に水温を上昇させました。しかし実際の放流
にあたっては、それまで飼育されてきた水温とは異なる
水温環境の海域に直接放流されることがあると思われま
すので、急激な水温変化が種苗の生残や成長に及ぼす影
響についても検討が必要と思われます。この問題の解決
に向け、令和8年度に栽培水産試験場で水槽試験に取り組
みたいと考えています。

水槽試験で、徐々に水温を上昇させ、給餌も十分に行う

という条件下では、水温18 ～ 24℃の間でマツカワ放流サ　

イズの稚魚にへい死は見られず、成長にも差は見られな

かった。しかし水温27℃区ではへい死が見られ、成長も

他の水温区より有意に劣った。

水温24℃以上になる期間が限られる現在の沿岸水温状況

から考えると、放流されたマツカワ稚魚への影響は少な　

いと考えられるが、放流場所によっては水温が局所的に

高い可能性もあるので、放流する場所の水温に留意する

とともに、高いことが想定されるときには、他に適した

場所がないか検討する必要がある。

今回の試験は水温を徐々に上昇させるとともに、餌も十

分にある環境下で実施したが、実際の放流では急激な水

温変化にさらされるので、異なる水温にマツカワ稚魚を

直接投入して成長や生残への影響を調べる試験を今後取

り組んでいくとともに、餌が十分にない環境下で高水温

にさらされた場合の影響等についても検討していく必要

がある。

○

○

○
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がいいです。今回沖側に吊り下げた稚

貝が、餌が少なかったのか成長は悪く、

陸に下げた貝は餌が多いのか、小さく

ても素性（状態）が良い。餌の量だけの

問題ではなく、潮が速くて通りがいい

とか、色々な条件があります。一方で

陸側に吊り下げたものも全部良くなる

とは限らないので、どちらに転んでも

いいような対応をしています。」

　一つの条件に拘らず、リスクを分散

するやり方は、まるでポートフォリオ

を扱う投資家のようです。

　　

　　

　

　

　

　

　養殖の新しいマニュアルづくりは、

データ取りから始まりました。

　「普段から普及所の担当者の人と連

絡を密に取っていますが、ちょうどい

いタイミングで養殖の過密試験を行う

ことができました。本分散の時、これ

まで25〜30枚入れていたのを15枚に

したところ、すごくいいのができたん

です。その前にも一度、本分散する時

に１番子ではなく、２番子の貝を薄く

してザブトン篭に入れたところ、耳吊

りする時には１番手よりも大きくなり、

すごくいい貝になったんです。２番手

も薄くすれば１番手と同じようになる

と分かりました。」　

▲�網に付着したホタテの稚貝

新しいマニュアルづくりと普及所との関係

　いぶり噴火湾漁業協同組合虻田本所

のほたて養殖部会は33名で活動してい

ます。今回北海道と東京での青年女性

漁業者交流大会でホタテ養殖について

発表を行った、青年漁業士の福島正和

さんに話をお伺いしました。

　

　噴火湾でのホタテ養殖は昭和40年に

スタートし、44年までにその手法を確

立。その後過密気味に育てる風潮が起

こり、昭和52年、噴火湾でホタテの大

量へい死が発生しました。それを受け

て道は条件を取り決めた「噴火湾ホタ

テ養殖の手引き」を昭和58年に作成し、

漁業者に配布しました。　

　それから約40年後の平成28年、今度

は稚貝の大量へい死が発生。それに負

けない２年貝を作るため、ほたて養殖

部会では、普及指導所と連携しながら

現在の実情に即したマニュアルを作成

しました。

　今年の稚貝の育ち具合は、すごく綺

麗で欠殻貝も少なく、いつもは養殖カ

― 活きるホタテガイを作るために ―― 活きるホタテガイを作るために ―
ほたてがい養殖漁業の歩みほたてがい養殖漁業の歩み

いぶり噴火湾漁業協同組合　虻田本所　ほたて養殖部会
ゴに雑物が付くが、今年は少なくて仕

事がしやすく、不良貝が少ない状況と

なっています。

　稚貝の成長には、やはり餌量が肝に

なるようです。

　「12月あたりは餌がなくて、2月か3

月に餌が入ってきました。最近また海

の透明度が上がってきたので、今は餌

がないのかと気になっていたら、餌の

量が一気に上がり、ウロがパンパンに

なりました。そのような時に稚貝に触

るとあまり良くないので、成貝の作業

に集中して、例年どおり4月に入って

から耳吊りを始めることにしました。」

　海の状況と稚貝の成長の様子に注意

深く目を注ぎながら、タイミングを見

計らって作業を進めていることが分か

りました。　

　ホタテの養殖は、稚貝取り、本分散、

耳吊り、成貝出しといった作業があり

ますが、やはり稚貝取りが命。これに

勝負をかけます。

　「稚貝の本分散は早めにやればやるほ

ど成長が良くなり、9月中に始めるの

養殖スタートとへい死の教訓

▲青年漁業士の福島正和さん。
優れたコミュニケーターでもあります。

▲虻田漁港

▲�▼稚貝採りの様子



11

　これらの発見はとても驚きだったと

いいます。このやり方であれば、もし

採苗不振になったとしても、少ない貝

を無駄にせず生かすことができます。

　

　普及所の人との話は勉強になること

が多いといいます。お父様の代から普

及所の担当者と良い関係を保つように

心がけており、福島さんの代に変わっ

ても、その伝統を受け継ぎ、二人三脚

でどんどん事業化してきたとのことで

す。

　「漁師はプライドがあるので『こうだ』

と思ったら、周りの意見を取り入れる

のが難しい所があると思う。でも各浜

には絶対上手くやっている人がいるは

ず。その浜にあったやり方を聞いたり、

生かせるものを生かして、自分の知識

とすり合わせて、いい貝を作ってほし

い。」

　今年の３月に、福島さんは東京で行

われた全国青年女性漁業者交流大会で、

これまでの取組みについて発表し、み

ごと水産庁長官賞を受賞しました。

　発表を聞いていた宮城県のホタテ養

殖業者や山口県の海苔養殖をやってい

る人達に、「自分の所でももっとやるこ

とがありそうです」、「今度北海道に行っ

てみたい」、「北海道はいいね」などと声

を掛けられ、より自信がついたといい

ます。

　「よく『何で水揚げ量が上がらないの

か』と聞かれるが、そもそも漁師の数が

減っているので従事者が少ないという

理由もある。自分の所だけで言えば、

水揚げ量はいつも足踏み状態か少しづ

つ上がっているので、やり方次第だと

思う」。

　

　福島さんはやがて北海道でも青森で

生じている稚貝へい死と同じ状況が起

こってくるだろうといち早く危惧して

います。いかに貝にストレスを掛けず

に素早く作業するかということが課題

です。

　「これが全部じゃないと思っていま

す。毎年状況が変わっているので、絶

対ということはありません。今やろう

としているのは、種網にホタテが付着

しすぎたら網を振るったり、鉄砲（水

圧）で落としたりしてみようと思ってい

ます。早くやると貝も大きくなるので。

作業効率も良くなって早く進めること

ができます。耳吊り作業も手差しじゃ

なく全自動でやっているので、１台で

▲漁協の敷地内に堆く積まれた丸篭。

▲落ち着いて発表を進める福島さん。５つある分科会の中でも大トリの発表となり、他
の部屋から沢山の人が集まって来たそうです。

▲�雑物を取り除き仕上げを行う。奥には
外国人技能実習生の姿が。福島漁業で
は常時４人の実習生を受け入れてい
ます。

全国漁業者交流大会で発表

常に前を見据えて

３〜４人分の仕事

ができてしまいま

すが、デメリット

もあります。」

　現状に甘んずる

ことなく常に将来

を見据えながら、一

つ一つ課題に取り

組む福島さんの姿

は、困難な時代と

いう荒波を、智恵

と勇気で乗り越え

▲�ここまで大きくなりました。 ていく戦国武士を彷彿とさせました。
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「第２回北海道豊かな海づくり大会」開催「第２回北海道豊かな海づくり大会」開催

　令和8年4月より熊石事業所に配属されました渡邊我究と申します。学生時代は
東京海洋大学でイイダコの捕食生態に関する研究をしておりました。私の出身は
山梨県で、これまで北海道に住んだ経験はありませんが、北海道の漁業に貢献す
るため、また、いち早く戦力になれるよう精進してまいります。ご指導のほどよ
ろしくお願いいたします。

熊石事業所　技師　渡
わたなべ

邊　我
が く

究

　４月に入社しました住吉です。静岡の浜松出身で焼津水産高校から東海大学札
幌へ進学し、水産増養殖を学んできました。水産高校では養殖ヒラメの無眼側黒
化抑止を、大学ではマナマコ稚仔の底質選択性についてそれぞれ研究を行いまし
た。これまで培ってきた知識と技術をこの職場で活かし、浜の資源保全のために
全身全霊で励んでまいりますのでご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

調査事業本部　技術部　調査課　技師　住
すみよし

吉　誠
せいいちろう

一朗

■開催日：令和８年９月６日（日）
■式典：北斗市総合文化センター「かなで～る」
■稚魚放流、イベント（物販・展示）：北斗漁港（上磯地区）

　　　　　　　　　　　共催　　　　　北海道、北斗市、（一社）北海道水産会
　　　　　　　　　　　お問い合わせ　北海道水産林務部水産局漁港漁場課
　　　　　　　　　　　      　　　　　TEL:011-204-5455 / FAX:011-232-4139

守りぬく　光り輝く　豊かな海守りぬく　光り輝く　豊かな海

　私は大阪府出身で、幼い頃に父に海釣りに連れていってもらい魚が好きになり
ました。大学は福井県立大学の海洋生物資源学部に進学し、アラレガコの排卵同
調化の研究をしておりました。まだまだ学ぶことが多いですが、一日でも早く、
北海道の栽培漁業に貢献できるよう、大学で学んだ知識や経験を活かし、また日々
勉強を重ね、努力してまいります。よろしくお願いいたします。

羽幌事業所　技師　田
た な か

中　恵
け い た

太

　4年間熊石事業所で臨時職員として勤め、今年の4月に正職員になりました。こ
れまで学んだことを力に、当たり前のことを当たり前にできるように努めてまい
ります。これからも、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

熊石事業所　技師　田
た な か

中　佑
ゆ う ま

磨

新 人 紹 介


